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会　　　　　記
2012 年度会計報告（2012 年 4 月 1 日～ 2013 年 3 月 31 日）
○植物地理・分類学会
収入（A）   1,326,952 円 支出（B） 1,461,465	円
会費   1,077,330  雑誌印刷費（59−2） 953,980
バックナンバー売上 16,000  雑誌送料（59−2） 54,710
別刷・超過ページ組賃・カラー図版 212,000  通信費 46,600
利息   202  英文校閲費（2011，2012） 100,000
雑収入   2,520  庶務事務費 105,975 （内訳）
総会参加費等 18,900   発送作業アルバイト 23,000
      文具等 14,460
      封筒印刷費 39,900
      雑誌封入発送代行 17,410
      雑支出 11,205
     ニュースレター送料 78,080
     会議旅費 94,000
     自然史学会連合負担金 20,000
     総会関係 8,120 （内訳）
      運営費 8,120
      会場アルバイト 0
差引（A － B）△ 134,513 円
次年度への繰越金（前年度繰越金	2,631,360	＋△ 134,513）	 2,496,847 円
○植物地理・分類学会後援会
収入（A） 413,716 円 支出（B） 120,415 円
醵金（　件）	 94,879  選考会議費	 52,000
前年度繰越金	 318,837 授賞金 50,000
  受賞者旅費 17,000
  大会用消耗品 315
	 	 払込票印字サービス料金	 1,100
差引（A － B）293,301 円（次年度への繰越金） 
新入会員（2013 年 1 月～ 2013 年 10 月）
 6 月 1 日　首藤光太郎　〒 960−1296　	福島県福島市金谷川 1　福島大学理工学群共生システム理工学研究科




奥田　桂介　〒 501−1175　岐阜市下西郷４丁目 113 番地 1
河野　昭一　〒 611−0041　宇治市槙島町本屋敷 51−1　グリーンタウン槙島 303−204
島野　好次　〒 374−0107　群馬県邑楽郡板倉町大字西岡甲 1362　（死去）
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三浦　　威　〒 737−2315　広島県佐伯郡沖美町高祖 113−1　（死去）
稲田　敏昭　〒 557−0042　大阪市西成区岸里東 2−9−12　シャトー山清 505
牧野　彰吾　〒 350−1124　川越市新宿町 1−3−16
川端　義一　〒 950−0823　新潟市東中島 4−12−21　（死去）
住所・氏名変更及び訂正（2013 年 1 月～ 2013 年 10 月）
田中　教之　〒 192−0395　八王子市大塚 359　帝京大学　文学部教育学科生物　→　〒 192−0352　八王子
市大塚 98−11
瀬尾　陸奥　〒 939−1378　砺波市春日町 2−17　→　〒 939−1379　砺波市出町中央 6−9　総合カレッジ SEO
中西　弘樹　〒 852−8521　長崎県長崎市文教町 1−14　長崎大学教育学部生物学教室　→　〒 851−2130　長
崎県西彼杵郡長与町 2 丁目 29−4　亜熱帯植物研究所
西沢　　徹　〒 305−8506　茨城県つくば市小野川 16−2　独立行政法人国立環境研究所生物圏環境研究領域生
態遺伝研究室　→　〒 910−8507　福井県福井市文京 3 丁目 9 番 1 号　福井大学教育地域科学部
田丸　豊生　〒 731−0213　広島県広島市安佐北区三入南 2−9−6　→　〒 731−0501　広島県安芸高田市吉田
町吉田 1126−2
笹川　通博　〒 940−0041　長岡市学校町 3−14−1　新潟県立長岡高等学校　→　〒 950−0994　新潟市中央
区上所 1−3−1　新潟県立新潟南高校
下田　路子　富士常葉大学環境防災学部　→　常葉大学社会環境学部
林　　佳貴　〒 125−0042　東京都葛飾区金町 1−6−1 金町マンション 429 号　→　〒 124−0012　東京都葛
飾区立石 2−28−5 レックス立石レジデンス 801 号
小林　知春　〒 380−0921　長野市栗田 400−2 ニワコート栗田 108　→　〒 384−0051　小諸市八満大字八満
1027−4
富田　啓介　〒 475−0903　半田市出口町 2−195−7　→　〒 464−0021　名古屋市千種区鹿子殿 16　4−52
植物地理・分類学会 2014 年度大会のお知らせ






 5 月 31 日（土）午後：総会，学会賞授賞式，受賞記念講演会，一般講演，懇親会
 6 月 1 日（日）エクスカーション
　　　　　　　　　富山県中央植物園内および富山県内の適地を検討中です。
植物地理・分類研究	 第 61 巻第 1 号	 2013 年 12 月
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植物地理・分類学会 2013 年度大会







・会員状況（2012 年度末） ：個人 550 名（うち学生 29 名，特別 12 名），20 団体
　　　　　＊ 2011 年度末 ：個人 556 名（うち学生 25 名，特別 12 名），21 団体
・大会開催：2012 年 6 月 2 日，越前町生涯学習センター，越前町立福井総合植物園（福井県越前町）
・学会 60 周年記念公開講演会：2012 年 6 月 1 日，越前町生涯学習センター（福井県越前町）
・エクスカーション実施：2012 年 6 月 3 日，越知山（福井県越前町）
・学会賞表彰：2012 年度学会賞授与（学会賞 : 岩坪美兼氏）
　　　　　　　2013 年度学会賞選考（応募締切 2012 年 10 月 31 日）
・会誌発行：植物地理・分類研究 vol.59.no.2
・総会開催：2012 年 6 月 2 日，越前町生涯学習センター（福井県越前町）
・評議員会開催：同上
























（1）　普通会員は年 4,000 円，ただし，学生の場合は年 1,000 円とする。
（2）　団体会員は年 6,000 円とする。
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第 2 条　会員に災害などのやむを得ない事態が生じた場合には，幹事会の承認を得て，会長は会費の納入を
減免することができる。







第 4 条　学会賞選考委員会は，会則第 15 条に基づき，会長が委嘱する委員長および若干名の委員により構成
し，「植物地理・分類学会賞」および「植物地理・分類学会奨励賞」の授賞者を選考し，結果を会長に答申する。
委員の任期は 1 年とし，再任を妨げない。
第 5 条　「植物地理・分類学会賞」は本細則第 1 条に基づき，5 年以上継続して本会会員である者のうち，地
域植物相の解明，モノグラフの研究，分類群の系統解明などの研究的な貢献，または地域の植物研究グループ
の中心としての教育的な貢献が特に顕著であると認められるものに授与する。









附則　 本細則は 2013 年 6 月 1 日より実施する。
　以上をもって，総会を閉会した。
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く見られた。「ツクバネ」とは羽根突きに使われる羽根（ムクロジの実に数枚の鳥の羽根を差し込んだもの）





































































2013 年 2 月 26 日
植物地理・分類学会賞選考委員会
















　（1）  履歴書（研究歴を明瞭に記載したもの）1 部，あるいはこれまでの研究歴についてかかれた書類 1 部（学
校，研究所，博物館等に所属していない人に限る）
　（2） 業績リスト 1 部




　2014 年 10 月 31 日
応募先（必ず書留便で郵送してください）











　（2） 業績リスト 1 部




　2014 年 10 月 31 日
応募先（必ず書留便で郵送してください）
　　　〒 953−8512　上越市山屋敷町 1 番地　上越教育大学学校教育学系内
　　　植物地理・分類学会　庶務幹事　五百川　裕
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植物地理・分類学会　会則
第 1 条 本会は，植物地理・分類学会と称する。
第 2 条 本会は，植物系統分類学，植物地理学，植物生態学および植物自然史関連分野の進歩普及を図り，あ
わせて会員相互の連絡および親睦を図ることを目的とする。
第 3 条 本会は，前条の目的を達成するために次の事業を行う。
 1.  研究会，講演会，シンポジウム，観察会等を開催する。
 2.  会誌その他の出版物を刊行する。会誌「植物地理・分類研究」は原則として年 2 回発行する。
 3.  植物系統分類学，植物地理学，植物生態学および植物自然史関連分野に関係した調査，研究の業績，
または教育的な貢献が著しい会員を表彰する。
第 4 条 本会の事業年度は 4 月１日に始まり 3 月 31 日に終わる。
第 5 条 会員は普通会員，学生会員，団体会員，賛助会員および特別会員とする。
 1.  普通会員，学生会員，団体会員および賛助会員は，本会の趣旨に賛同し，それぞれ所定の会費を納め
る個人または団体。
 2.  特別会員は，本会の発展に著しい功績のあった個人で，幹事会の議を経て会長が推薦し総会の承認を
受けた者。特別会員は会費の納入を要しない。
第 6 条 普通会員，学生会員，団体会員および賛助会員は，会費を前納（前年度の 3 月末日まで）しなけれ
ばならない。なお，納入された会費は返付しない。
第 7 条 会員は，会誌の配布を受け，あわせて会誌に投稿すること，ニュースレターの配布を受けること，本
会主催の諸会合に出席することができる。
第 8 条 新しく会員になろうとするものは，当年度の会費を添えて本会事務局に申し込むこと。退会する場合
は本会事務局に届け出なければならない。会費に滞納があるときは，未納分を納めなければならない。
第 9 条 会員が次の各項に該当するときは，幹事会の議決を経て次の措置をとることができる。
 1.  本会の名誉を著しく傷つけ，または本会の目的に反する行為のあったときは，除名する。
 2.  会費を 2 年間滞納したときは，除籍する。
第 10 条 本会の最高決定機関として総会を置く。総会は毎年１回開催する。総会での議決は出席者の過半数の
賛成を以て行う。ただし会則の改正には出席者の 2/3 以上の賛成を要する。
第 11 条 本会に幹事会を置く。幹事会は本会の運営を行う。幹事は会長，庶務幹事，会計幹事，編集委員長各
１名，およびその他若干名とし，総会において選出する。これらの役員の任期は 2 年とする。
第 12 条 本会に編集委員会を置く。編集委員会は編集委員長，主任編集委員および編集委員で構成し，編集委
員長がこれを代表する。主任編集委員１名，編集委員は若干名とし，編集委員長が幹事会にはかって
委嘱する。委員の任期は 2 年とする。
第 13 条 本会に評議員会を置く。評議員会は会長の諮問に応じ，会務の重要事項を審議する。評議員会は総会
において選出された評議員若干名で構成し，任期は 2 年とする。
第 14 条 本会に監査員を 2 名置く。任期は 2 年とし，総会において選出する。
第 15 条 本会の会長は，必要に応じて，特定の事項を審議する委員会を設けることができる。
第 16 条 この会則についての細則は，総会の議決を経て，別に定める。
付則．1．この規約は 1990 年 6 月 2 日から施行する。
付則．2．第 12 条の規定に関わらず会長は編集委員長を兼ねることができる。
付則．3．この規約は 2001 年 6 月 2 日から施行する。
付則．4．この規約は 2002 年 6 月１日から施行する。
付則．5．この規約は 2005 年 6 月 4 日から施行する。ただし 2005 年度は，第 4 条の規定に関わらず事業年
度は 2005 年 1 月１日から 2006 年 3 月 31 日とする。
付則．6．この規約は 2013 年 6 月 1 日から施行する。











  （〒 920―1147　金沢市銚子町リ 441 番地　石川県立自然史資料館）
  TEL 076―229―3450（代表）／ FAX 076―229―3460 ／ E-mail：nakano@n-muse-ishikawa.or.jp




（〒 920―1147　石川県金沢市銚子町リ 441 番地　石川県立自然史資料館）
TEL 076―229―3450 （代表）／ FAX 076―229―3460 ／ E-mail：nakano@n-muse-ishikawa.or.jp
3．住所変更など会員の異動に関するご連絡
会計幹事　中野真理子
（〒 920―1147　石川県金沢市銚子町リ 441 番地　石川県立自然史資料館）





（〒 943―8512　新潟県上越市山屋敷町 1 番地　上越教育大学学校教育学系）




TEL & FAX 076―264―6207 ／ E-mail：nymphaea@staff.kanazawa-u.ac.jp
6．その他のお問合せ
庶務幹事　五百川 裕
（〒 943―8512　新潟県上越市山屋敷町 1 番地　上越教育大学学校教育学系）
TEL & FAX 025―521―3430 ／ E-mail：iokawa@juen.ac.jp
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投稿規定
（2011 年 3 月部分改定）
編集方針

















本論文は，刷り上がりで，図表を含み 8 頁までとする。短報とノート（雑録）は 4 頁までとする。ただし
超過頁の組版代（1 頁につき 6,000 円）を著者で負担する場合には制限しない。
原稿の送付
 a 紙原稿の場合：本稿 1 部のほか，コピー 2 部，合計 3 部を提出する。その際，表・図は 3 部ともに鮮
明なコピーを送ること（写真については，原図を写真に撮ったものか，または審査に使用し得る程度の鮮明な
写真コピーとする）表・図の原図は，掲載決定後の最終原稿とともに送付する。














英文原稿は，A4 判用紙に上下 3cm 程度，左右 2.5cm 程度あけ，ダブルスペースで 25 行を原稿の 1 頁とする。
和文原稿の場合は，原則として日本語ワードプロセッサーを使用し，A4 判の用紙に周囲それぞれ 3cm 程度の


















省略形を使用する場合，Brummit, R. K. and Powell, C. E.（eds）. 1992. Authors of Plant Names.732pp. 
Royal Botanic Gardens, Kew または The International Plant Names Index のホームページ（http://www.
ipni.org/）に従う。栽培植物の学名は，最新版の国際栽培植物命名規約（ICNCP）に従う。標本庫の略語は
Holmgren, P. K., Holmgren, N. H. and Barnett, C. B.（eds）. 1990. Index Herbariorum 8 ed. 693 pp. New 






第 2 著者の氏名のアルファベット順とする。第 2 著者も同一の場合は，第 3 著者以下について上記に準じる。
著者が同一のものについては，発表の年代順とする。同一著者，同一年代のものは，年号のあとに小文字のア
ルファベットを付して，1999a，1999b のように区別する。著者が 3 名以上で第 1 著者が同じである場合は，
他の著者が異なっているときでも年号のあとにアルファベットを付して区別する。なお本文中での引用は，石
川（1999）もしくは（Toyama 1999）のように著者名と発表年を用いる。なお著者が 2 名の場合，石川・富















Ishikawa, T. 1985a. Taxonomic study of Asiatic Gramineae. Smith and Brown, New York.
Ishikawa, T. 1985b. Morphology in Gramineae. In: Willson H. B., Clemens, A. C. and Backer, I. P.（eds）, 




なお，引用文献を他言語表記した場合，（in Japanese），（in Japanese with English summary），（in Rus-
sian），（in Chinese）等を付記する。
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分類研究編集委員会　編集委員長　山田敏弘　TEL ＆ FAX：076-264-6207 ／ E-mail：nymphaea@staff.
kanazawa-u.ac.jp。投稿の場合，紙原稿では封筒に「投稿原稿在中」と朱書し，電子投稿では電子メールの
表題を「植物地理・分類研究投稿」とすること。
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